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1. はじめに

経済現象に限らず複雑なシステムの中で生じる極端なイベントが内生的な要因によるものか、

それとも外生的な要因によるものかの判新は極めて重要で、ある。スイス連邦工科大学の Sornette

らはこうした分類の数量的な分析の枠組みをAmazonにおける本の売上やYoutubeにおける関覧

数の推移の実証分析を用い提案している[1・3]。本稿ではHisanoand Mizuno(2009)[ 4]に即して、

家電の流通データでも同様の手法を用いて内生的・外生的ショックを分類できることを簡単に紹

介したい。

2. モデル

本セクションでは分析の基盤となる Sornetteら[3]のモデ、ルを泊費者の購実行動にそくして紹

介する。モデノレを特徴づける要素は2つである。 1つ自は、人の f待ち時間J(ある消費者が他の

入の影響を受けて購買行動に至るまでの時間)はべき乗の長期記憶過程に従う

手(t)~ 1/ l+B ( 0 <θ< 1) ( 1 ) 

ことである。仮に、販売量のダイナミクスを決定づけるものがこの極端な外生的ショックだけの

場合、売上の推移誌もろにこの待ち時間の推移に対恋することになり、ピーク時点からの販売量

の衰退の様子は
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となる。ピーク以降の数量がこの式であらわされる場合、それを外生的ピークとして分類する。

(2) 

モデノレを特徴づける二つ呂の要素は、泊費者聞における購買行動の影響の連鎖である。

Deschatres and Sornette[2]ではこの要素を "Self-excitedHawkes conditional Poisson 

process" [5]を用い

S(t) = V(伽工μiO(t-fi) ( 3 ) 
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と表現している。ここでS(のは時刻fにおける製品の販売台数、 μ2は時刻tiに製品を購入した消

費者iの影響を受け時刻兵以降にその製品を買う泊費者の総和、 V(t)は外生的ショックを表現し

た項である。仮に、とりたてて極端な外生的ショックがなく小さなショックの積み重ねと消費者

間の購買行動の影響の連鎖のみでピークが生じた場合、それは内生的ピークとして分類するのに

相応しい。 Sornetteち [3]の式展開に従えば、そのピーク前後の販売数のふるまい辻

S(t)~. _1  2 惜
It一九時11-LtI

として表現される。本稿の目的は式 (2)と式 (4)に従う時系列を紹介することである。

3.結果

内生的ピークであち外生的ピークであれ、式(2 )も式は)もべき乗に推移していくので、
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所究会報告

実際のデータでθを推定する擦は、ピークの時点を記点fとし以下の式を回帰分析すればよい。
p 

log(S(t)) =σ・log(lt -t c i) + b ( 5 ) 
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図 1 ピークが内生的要医に分類される時系列とそれぞれの或長・衰退iこ関するθの推定f直:(1)製品番号 883(デジタルカメ
ラ)の販売数の推移(2)製品番号883のピーク前後における成長{実線ト衰退(破穣)の速度の推定。水平軸はピークの時点か

らの経過日lこ1を足したもの。 (3)製品番号 285(デジタルカメラ〉の販売数の推移(4)製品番号 285のピーク前後iこおける成

長〈実藤)・衰退(破線)の速度の推定。水平軸辻ピークの時点からの経過日に 1を足したもの。
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図2:ピークが外生的要医に分類される時系列とそれぞれの成長・衰退に謂するθの推定量:(1)製品番号1544(デジタルカメ
ラ)の販売数の推移(2)製品番号 1544のピーク前後にお汁る衰退の速度の推定。水平軸はピークの時点からの経過日lこ1を足し

たものo (3)製品番号 229(デジタルカメラ〉の販売数の推移(必製品番号 229のどーク前後における衰退の速震の推定。水平

軸はどークの時点からの経過日に 1を足したものつ

図工、国 2に内生的・外生的ショックと思われる時系列とそのピークの時点から推定されるθの

推定量を記す。内生的ショックによる推定では()= 0.29 -0.36、外生的なショックによる推定で

はθ=0.37 -0.4と多少のずれはあるが、大方で、は推定値は限通っており Sornetteらが提案して

いる枠組みで十分とらえられることがわかる。

4. まとめ

本稿では、 Sornetteら[1・3]の分析手法を家電商品の販売数に応吊し、家電市場の売上に見られ

るピークを外生的要因のものと内生的要因のものに分類した。ただ、家電市場の場合Amazonや

Youtubeのデータと違い製品数が比較的に少なく、また製品に代替性が強いため製品開士の競争

の効果が残っており、この分類だけで、はうまくとらえられないものも多い。そうした特殊性も含

めた分析の枠組みの新究辻今後の課題としたい。
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